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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
跛行を有するかまたは跛行の危険がある被験体を処置するための組成物であって、
　送達ビヒクル
を含み、該送達ビヒクルは、
　　一酸化窒素ドナーと、
　　少なくとも約０．２５Ｍであるイオン強度を有する不利な生物物理学的環境と
を含む、組成物。
【請求項２】
前記被験体の脚部に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
前記被験体の足部に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
神経障害を有するかまたは神経障害の危険を有する被験体を処置するための組成物であっ
て、
　送達ビヒクル
を含み、該送達ビヒクルは、
　　一酸化窒素ドナーと、
　　少なくとも約０．２５Ｍであるイオン強度を有する不利な生物物理学的環境と
を含む、組成物。
【請求項５】
前記送達ビヒクルがクリームである、請求項１～４のうちのいずれか１項に記載の組成物
。
【請求項６】
前記一酸化窒素ドナーが、Ｌ－アルギニン、塩酸Ｌ－アルギニン、および/またはＬ－ア
ルギニンの誘導体である、請求項１～５のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
前記一酸化窒素ドナー誘導体がＬ－アルギニンメチルエステルである、請求項６に記載の
組成物。
【請求項８】
前記一酸化窒素ドナー誘導体がＬ－アルギニンブチルエステルである、請求項６に記載の
組成物。
【請求項９】
前記一酸化窒素ドナーが約０．０５重量％～約２５重量％である濃度で存在する、請求項
１～８のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
前記不利な生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍであるイオン強度を有する、請求項１
～９のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
前記不利な生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、また
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は塩化カルシウムのうちの１種以上を含む、請求項１～１０のうちのいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１２】
前記不利な生物物理学的環境が尿素を含む、請求項１～１１のうちのいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１３】
前記不利な生物物理学的環境が糖質を含む、請求項１～１２のうちのいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１４】
前記不利な生物物理学的環境が、少なくとも約１０００であるオクタノール－水分配係数
を有する成分を含む、請求項１～１３のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
前記オクタノール－水分配係数が約１０－３未満である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
前記不利な生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化カリウム、塩化コリン、塩化マグ
ネシウム、および塩化カルシウムのうちの１種以上を含む、請求項１～１５のうちのいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
前記不利な生物物理学的環境が、少なくとも約９であるｐＨを有する、請求項１～１６の
うちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
前記不利な生物物理学的環境が、約５未満であるｐＨを有する、請求項１～１６のうちの
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
前記ｐＨが約３～約１１である、請求項１～１６のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
前記一酸化窒素ドナーが、約０．０５重量％～約２５重量％である濃度を有する、請求項
１～１９のうちのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
前記送達ビヒクルが、水、鉱油、グリセリルステレアート、スクアレン、プロピレングリ
コールステアレート、麦芽油、ステアリン酸グリセリル、ミリスチン酸イソプロピル、ス
テアリン酸ステリル、ポリソルベート６０、プロピレングリコール、オレイン酸、酢酸ト
コフェロール、コラーゲン、ステアリン酸ソルビタン、ビタミンＡ、ビタミンＤ、トリエ
タノールアミン、メチルパラベン、アロエベラ抽出物、イミダゾリジニル尿素、またはプ
ロピルパラベンのうちの１種以上をさらに含む、請求項１～２０のうちのいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項２２】
前記送達ビヒクルがＮＳＡＩＤをさらに含む、請求項１～２１に記載の組成物。
【請求項２３】
前記ＮＳＡＩＤがイブプロフェンを含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
前記送達ビヒクルが、ナプロキセン、セレコキシブ、レフェコキシブ、モルヒネ、プロポ
キシフェン、オキシコドン、またはヒドロコドンのうちの１種以上をさらに含む、請求項
１～２３のうちのいずれか１項に記載の組成物。


	header
	written-amendment

